
遺伝子解析システム   

機能・仕組み 

 

主な使用目的 

No. 1  

リアルタイムPCRシステム 

No. 2  電気泳動装
置 

・解析可能な量まで、DNA配列のコピーを合成 
・遺伝子発現量の確認 

・DNAバンド確認 
・解析したい配列の有無を検定 

DNA・RNA 抽出関連機
器 

・DNAをサイズ別に分画 

お茶の新芽などから 

抽出したDNA・RNA 

No. 3 ゲル撮影装置 

ゲルの撮影例 

品種育成 
〇 【テアニン等の機能性成分が多い品種】の選抜 
〇 【病害虫に強い品種】 の早期選抜        
 

栽培技術開発 
〇 機能性成分が増加する栽培条件の解明 
〇 被覆栽培技術の高度化                 


